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　　　　　　　　　　緒　嘗、，　　　　に円i鰍供1試幽1ト1（c脚間ける・水蒸h襲磁　芦1の糸

薯者醐・報ωに於・繭1弼・水禰過翻い
kE　畿lii驚鵬題奮凝驚気撚燕1撫9，εll讐：炎

黙的繍難果を報｛些歌・この轍鮒職際セこ行　糊（E）とカも麟講含秣（D）融嬬え，充づ｝に

沸て・・る鱗鮒と韻なるので諏儲で懐際の　煉の蹄呉撤入れら滴様に偏・獣剛、，。蒸糊（E）

轍鮒醐いて轍内窃提度を醗し・更に繭磯1勲　に繍紙欄く。灘圃象灘榊禰つて燃・，k澱
速度に灘すると思棟る購の1購灘蹴いての研　継牙、る撫し・7tt．瀞面が鮒景。榊て、、る㈱瀟瓠墾

究結果な報缶する。　　　　　　　　　　　　　　　　　蘭からの水分燕発速度1淵凱［1液卿からの水分燕発連1麺と

本蹴の一部闘和27制1月の購蚕榊斜轍部　殆んど猫ない．㈹
概究発表会で報告した。本研究を行うに当つて御指媒を

あたえられ燃原教授に灘の醐轡ヂる・躰融　　　　F・sl　The糟漁・
の一部敵晋階の科学徽目城補助斜こよつて行つたも　　　　　　　　9。r　MeaSUTe、，，，n七。E　ti，e

・であ・．当周剛して謙表す・・　　　　　H　　，，）、、，、e　h、。両・・the

　　　　　　　I　繭腔内漏度に就て

　雛2報に於て繭戸の水蒸気透過抵抗は僅小であること

を知つた。輿際の乾繭の場含に1繭看は｝trに繭糊勾にあつ

て乾燥作用を受ける状態にある。との状態の蝋と繭殻外　　　　Mこ

灘糠稀灘灘ご難蕊説1搬　　識　　　一・＼

に示す難鋪翻の湿厳び蝋から難す愁糠の　　　　，　　　騨一つ
拡散速慶を求めた。

　（1）蜜験方法

：1）　　試夢｝　　H盈ill027年度オ巽掌音B産夏蚕繭日115弩×支108・懸

を用いた。試料巾から高さicm，薩守蚤2cmの円筒状繭　　　　　　　』　　　F　　A

戸を胴から切取つて供試した。従つて供試繭戸を透過す　　　　　　，

る水蒸気の透過面積偉一定で約6・3c皿2である。亦円筒

状繭戸の璽さはi．3g，1・4g，1・5島1・6g，1．7gの5区

に調製した。各区の円簡状繭戸の厚さにその中央で測つ　　　　　　　　　　　　　　　D

たので灘ゆ厚さ輔の胴晋ゆ厚さを示すことに嫡・　従つて濾蒲晒の大級醐灘繍1することに依つで

2）実験鑓爽験装ltの徽を第1図に示した・即ち　水分の蒸髄度は臆の定連度を1靴せることが昌裸

購製容器（A）に水鞭1悦仕吼（B）を設け・そ酬口　る。（・）勉した・燃鴛円筒（F）1糖拡散して容器（A）

　　＊　信州大学繊維学部製糸康斜学研究i叢　　　　　　　　　内に充穀きllする。容器（A）には別に霞霧点膏卜（G）を設けたo露
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・蜘畑瀞蝋鷹トα・）を差淋・澱計灘尖鞭　の原因鰯鯛、たと鯛一る。

騰端より働鵬11髄属の喘る調御両鵜　一班量獄蒸麺拡鞭燃剣蹴膜糎、繍苅蝦燗

1拶灘麟膿勲灘黙1菰纂雛脇灘繍1髪織
で遂に搬繍麟鷹を榔．例燃。度，，％。脚ヨ鱗の M繕1ごく抑制づ鰻である・その繍体

警響灘器謙薦襲論慮雛鷺　魏籠響騰離鑓窯奮鷲蹴講
を採肌た、測騰鮒5馳1鵬醗細。，x・。1t存磁麟如分欄酬zを多ける・・とにな・・
・した．融は購針伽矧を用欧。　　　そ・線；皇則・さ伽秋鼓㈱麟蹴・・灘た

構時の緬鱗嶽」鰍黙小さく脳ので，1｛1鍍計　様稿る・第蕨の農1穿～から語柳すると蝋・腿膨捌
硝子材嬢竃IDを流れるπ1，流を考蹴した保護電極α）ほ設けな　　　ぽ約30％減少したと見られ局。第3職ω）に於て風ゴコ乾燥

かった。甕面絶縁抵抗の減少速度及び増加速度力・炎然変　　　を行つたが，爽際の；毯風条件よりも襲tべ連い風速を繭

化す塒の搬釧Z．r塘以て蹴とした。ζの蹴剛吃　積層に號た¢・で拗羅撫醜か・…た。副姻赫蒸
灘球瀧度計から5Rめた場合・の値よ屏；1・に低くかつた。こ　　気儂度勾醐の増穴に起國したと彰える。　1

の理liヨ｝霊i瓢！蔀励町熱伝導度の低い了liil子桝で出来ており［L　　2）　水蒸気登生蟄と繭腔内湿輕　水蒸〆」発生蔀の水蒸気

・擁姻瀦蔽であ・敦、祉徴る。肋為：－1：つの績の　発‘蹴職融体の～搭渡難のみで調轍，た。灘鱗の

鞍舗の翻膿に於・び隙め℃瞭，こ曙轍力、　刺’を繍け祉とは希鰯’る紛嚥嶽腋㈱るの
ら求めた臓を補1【…して1略点とした。　　　　　　　　　　　　に附難な方法であり・丈ll際の繭乾燥の’・r，‘憎三温時に水蒸

（・）騰果　　　　雛叢蒲転婁！、灘灘織
1）　繭戸の水無気邊過牲　露撫計の冷却用衣の送ヘゴム　　　しV・と見倣した。そのli1課を鏑客2壷にノjlし艶。

瞥を｝－xずし・装齢体繍2報を購べた乾燥機内に収容　即ち醐脚ヨの瀞蹴繭外より2～4弼i副い．第脚こ・

し秤燈出来る様にした。塗に齪醗の水蒸気1蹴！二吼からの　　示した様に繭Fiの水蒸気遊雌抵1肋沙いに，も不拘水蒸気「

水蒸気の脱出速度を80慶・7％の察気中で0・20σ1，t，とな　　濃慶勾細の減少の為湿度は高くなつたと考える。水藻気．

る様に調節した。この水蒸剣1莞出速度は繭乾燥の初期に　　　発生円筒（F）の上端は露燃計及び供試繭戸から等蕊麟

蜻体から発生する永燕気の発生速度に近い。この状態の　　に在る。

装躍の水蒸鋼悦串孔に斎区の試糾繭月准液付けて水蒸気　　　　Table　2　The　air　conditionS　rourid

の脱4．11ua度を醗した・その結果を鋤爽に淑ノ・・。　　　　亨he　c°・・°・1・y・r

・・bl・・T・・・・…叩rm・漁y・・　　＿ニー讐塗　．．一．一塾映一＿＿
　　　　　・・－1・yer　a・8・・C・7％R・H　　　・漁・・CR・H％　1　”L・m，・CR．賜

．違搬麺藍塾距亜亙黛．7二1’一！…馬ヱ　　．一一駈＿．3L＿1－，量1＿溢＿

即欄縢及麟罎つて赫蒸雛髄度齢ん　然るに爽1簗の辮乞燥の囎繭鵬膿は・・醐濃よ
ど変1ヒLな瞬た説。て本鱗。用い欄戸藪礪　り鞭低”伊襯表の鯉翻拗夕瞬灘を欄す
・・礫の醸で騰鱗蹴に1・・、鄭現・嚇っ1蝉撚内外磁差脚゜％になることが予想・れ

た。繭受巾にあち蝋の乾燥速度はおそくなるの一thjJ’qの　　t“°

煎脚ゆ原因翻懲せて舜1融乾騰蟻をおそくした’ @ll享螺過程1こある生蝸の牧縮こ就て
と考える・本勲鰭で醐ノ吻勾夕畷け襯度猷1 蛯P腔内の澱は蝋獺の灘の寿1懲捜肛靴す
殆んどない・従つて乾勲翫膝気響1・物蔽以外　る鋤ので，こ螺気膜礁さ醐附禰腋面の凹



1CO　　　　　　　　　　　　　　　　僑州大学繊維学部研究報告　第3号

凸について乾燥の進行に伴つて変化する状態を調査した　　都7）ものであるから本1麟誰tに利用出来る刃瀧し膿・る。

又乾燥畔つて起る蝋の蝋茜脚磯鞭搬び紛蒸　」・瑠於醐1桝脚7とし，ll淋燗糊1なF・とし
発面租を減少し，醐強内盛閤を相対的に火きくするとと　　た。この際Pのfl醐踊の充壌方法1こ醗：，て姦少変化す

になるので，蝋の凹，琳態とthv・洪の体積変化をも調｛ti　る。ロ岡嚇状鰺灘｝・踊な充難すると胴Ll」1汕n釧厭

した。　　　　　　　　　　　r帳さdと臨獅1軽澱て潮瀧綜㌻1と醐騨輝
　（D　実験方油　　　　　　巳　　　　　　　　ノ」法の｝韮睡と1／ご踏えられる・～／・汲びD1・澄工～ζ範囲に変

1）試料昭和27年侵野県礁秋蚕繭秋花×開嶺の裸蝋な　　化LたII缶，球漁び謝椰～1体に・1＞、｝てのPは2％i変鰍のし

用いt6裸蜘の体積及び軍盤1ま炎凌1．4Scni3及び1・’499　　距のみで：もる。又岡・一・脳責内1こ酉B列滑Lている1も妙）数π

であつた讃爽験に胤、た酬、卿、2。離しゾt：。　・1瓢・覗祉，効鋤・撫鰍に鋤1幅・rfJ’　1’　1：1・3・

2）　奨験条件　突験方法は第3表の様にした。　　　　　　63，6減少（8）1脇。蝋1右のPも獺蹴ア法によつ’c・蔚囎：の

　　　　　Tab1儲3Th・d・yi・g・。nditi。n・　・　　範囲内’艘イヒするものど彦える。

童1－＿塑…臓一一．灘謬離鱗難欝葱慧脇驚て
圏9Cl・d・・dlg°』㌘8°→7°°C　　　・　㈱繍灘羅1朧脈・榊1…聾1鋤・i’・・

鷺　　母麗：膿鑑：　　　　　・撒1蹴脚・服びζ・昌・読・・リ〃一及び水罐
醐、。♂，、，s，、，、，，9。…、。・。．　　　用いて測顧・た・咤乾燥緬㈱には燃ご要噛贋」セ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　含めオ1：いo　　　　　　トc…〃・・…

繭イ薪諦輪簸醸謙痴磁蘇薮藤じ泥1繭　　（2）鶴鎌果
係数を用いた。即も　　　　　　　　　　　　　　　’　　　対照区の結果な第4…di・に添した。恥1照区と同様にして

・魂・餐轟　　…　嚇課｝歯遭禦肥眺軌繍駐こ
侭し無水蝋休々積をFoとし・職璋藁準による蝋体含水率　　　即ち乾燥過幌｝こ於けるPは乾燥初期に於ては蝋体軟化

力勉αからWbに激少する時蝋体々積はFαから偽に減少す　　の為小さくなll，乾燥が進むと蝋の変形度牝増し，　li吃燥

るとした・踊臓面の鰯才燃嬢灘輔靴恥　開始馳4嫡即購舘鞠鰯踊1繊化は鰍
たゴ即ち　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　するととな示している。RはPの増加速度の火謬い時に

　　P』語…D　　　　・農・縞・．即醐イ・剛醗蜘・そ・鰍・蝋・は
　室簡率は或る容器内に充唄物を充たした時，容器中充　　激しく行われることを赤す。次に雲」照区の巴li乞燥速度曲線

墳物に依つて粛められていない察間の割合を百分比で表　　　は盈度な段落的に変え顧ので変ltll点なもつてい嶺。然る

わしたものである。Pは充墳物の形状に依つて薯しく異　に取びRの醐績1には変曲点がな、・。本キ麟筋法で｝よ乾

Table　4　The　course　of　the　standai’d　dlyin窟

d・y呼・・d・竺i　　　　…化　　　一＿　い｝1e．塑？肌

醗1－iil　l　ll　lil　lll曝ill
　3GO　　　　〃　　　　　　〃　　　　　　　　　8，30　　　　　　　29　　　　　　　　15．3　　　　　　10・5　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　1　　　25・0　　　　　　58

　36Q　　　　〃　　　　　〃　　　　　　　　7，55　　　　　27　　　　　　　　4．9　　　　　10．0　　　　　　　〃　　　　　　　　1　　　24・0　　　　　〃

＿塑コ1．一一．一一．ゼ．一．1・251一鍍＿＿．9－1＋Z－．獲皇．　”．．1．24願゜．”

　　　　weight　and　volume　of　the　dτy　pupa；7．20鍔and　10，0cc
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Fig　2　Thc　Void　of　p玉1e　of　pupas　　　　　　　　る。蝋の乾燥の場脅も之れと1司様であると拷える。　Iil乞燥

　1　standa　rd　　　　　　　　　　．　　　　　　の末期に於ては蝋の含有水分が少いので水分破度灘は少

　2　11igh　temp．　　　　　　　　　　　　　　　く，踊に論を与える作用は殆んど生し左かつ九様であ

31・w・・mp・　、　　Isp…d　る。’この締　1乞区のPiづ：覗　妙したま燃1こ1ゆ1ゆ

v‘）id　70

P

96

　　　　　　に低編区の方が梢大き～・oこの為低温区の踊体々秋｝よ他

　　　　　　の区のものより小さい。但L此所で1面：踊体内に存在する

＿IOO　　　　墜洞は蝋体々程1に含まれているo叉博軌初；導］のRは精に

　　　　　’尺きカ、」つたo

50　　　　　　　　　　1∬摘　　要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本研究によつて次の結果セ僻たo

　　　・，。。　、。。　，。。　。　°　（1｝・・礁の醐轍に於て｝冒；葡戸獺さ及び1継と繭　の

　　　　　　　　W・頗c。。t繊w鰯　　　　オく鰍透1臨との麟i鰍1沙で頃鞠細瀧められ綱’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t，）た。

燥速度とP及びRとの関蟻｛よ闘かにすること洲ll来なか　　　（朗　繭戸の水蒸気鷺1触1甑三に関系するものの一一・T）として盛

つた。今后研究な進めて行く；疹えである。　　　　　　　　　気境膜な巻えブこ。

　乾燥条件徹変化した場≦｝のP鳳鱗2図に示した様に高　　　（3）繭1殿内瀞度は繭外灘度より2－－4％多、・。繭腕内外

温区のものが速かに増火する。然し陣；落区な除けば本1諄乞　　に掘慶震があると堕に湿度£斜よ多くなる。

程度にした踊のP｝よ殆んど一数した。邸も蠣に歪1三ずるL1．O　　㈲　踊に生ずる四凸状態の蛮力、に撚聞躯Pな用いデ1：。畿

繭程度は垂まぱ鯨しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　CiTiのPは約38％で，乾熾の葦f蜻予と典に増加し，本乾濯尉萱

　一一・一般に鵬燥を促す条件の強い時被乾燥物の鍵面と内部　　　の蝋⑳p隷58％で露bつ流。蝋の体棚変ll二の嚢泳は熱膨彊

との水分濃度薙は多くなる。この為職燥によつて起る謹　　　係数に灘じ｝た収縮係数R懸用いたoRl霊肱燥初鄭1に約0・

は皐く現われる。乾燥亀ごll4⊥kすると　　　　　　　　　　006な示し，飛大値0・009を経d乾燥絡了と典に霧に熱る。

　　　　・…一諜脚㎞邸1　撚拳灘鐘織驚謙芝難撚覆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かつたtaこの関係は蝋体の嬢気境膜を薄くする様な乾繭

　　　　　　　　1、t．。nd。，d　　　　方法と欺今陥究し距いと編・

　　R　£hish　t・tnp・　　　　　　　文献
（1）・欄蚕繭嚇・閾す・欄

♪喝olo

牛

5β @2　・　　　　　　　　　　　。

　　　　4

　　　　　　　本学部研・究報』欝　　　1　　　　　　67P　（1951）

（2）憩井三郎・桐栄良三鞍繭の乾燥に関する研究

　　　　　　　製糸研究葺芝告t書（日本製糸’協会）　（1950）

（3）紬井三郎　空気の調湿及乾燥　65P　　　（1948）

（4）　津學吉丈　　電気言十潰」：1二学上瞥　　　 156P　　　 （1952）

　　　1・　’4－　　　　　　　　　（5）押田勇雄蒸発・乾燥　　13P　（1950）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（G）　白弁奨明　蛮繭の再乾に閨する研究餌

3。。　e。。　1。。「一「　　　　本学部描2　66P　（ig52）
　　・“Kter　c。ntent　ve％　　　（7）内田俊一流体輸送　　66－87P　（1948）

紛纐によつて・の濃麟轍少し，被乾翻。畿　｛81灘貫抽群　 15－’22P @「1946）

与える作用は小さくな1），被乾燥物は1日態に覆してく
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　S。m閲y　　　．　　al「°f　CQC°°罫s・・
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Th・w・i…． O・w・…d・h・脚・1仰柳伽・t・11　b。。。d。，y　film。f。i＿u。d。pゆ、w、、i，＿、。d．

・・it・b1・f°「his岬α’h蝋・・d　m・湘・・d・i・・．　Th…f・rc・h・・。・ffi・i。…fth・d，yi。窟、i、，i。ka窮、

…1・ti・・humidity°f　the・i・c・…i…U・c・脚・一　。f・p・p・…dth・p・，α漁如・f。，，ld。f　th，　pi1，

h・・k・in　th・c。u…。f・t・yi・9　by　finding　it・d・w　。f　p。p、M，。蜘，uv、d，

P°i・t　with　this蝋…　　　　　　　　（L・b。mt。・y。f　Fi1…，・M、t。，i、i，，　F漁、y。f
Thc「clative　humid．i・y・f・h…i・sv・t・・c・・d・・1・d　T。・・i1。…dS・ri・・1・u・・，　s．，hin・｝賦∫。i。，，聯）

to　he　higher（2～4％R・H）　than　that　of　thc　I）utsid⇔
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